
土木、建築、機械、電気など、建設業において必要となる知識を学ぶことができる奈良県立工業系高等学校
と在校生のメッセージを紹介します。

奈良朱雀高等学校は、機械工
学科、情報工学科、建築工学
科、総合ビジネス科、観光ビ
ジネス科、情報ビジネス科の
６つの学科からなる、「もの
づくり（工業）」と「ビジネス（商
業）」を共に学ぶ学校です。

建築工学科では、「伝統技術」「先端技術」「起業家育成」の３つ
をコンセプトに掲げ、学習活動を行っています。

歴史的建築物を活用した授業、地域の木造技能士との連携、最
新建築物見学会の実施、建築設計事務所の一級建築士による授
業、インターンシップ実習の実施、建設業界との連携、建設現
場見学会の実施等、より実践的な職業教育・キャリア教育を行っ
ています。

工業科の勉強は専門的で難しいですが、予習や課題をやりな
がら、楽しい学校生活を送っています。学んだことをしっか
り活用し、資格取得、就職活動などに役立てていきたいと思っ
ています。　　　　　　　御明隼人さん（建築工学科２年生）

「住んで良し」、「働いて良し」、「訪れて良し」の
奈良県をつくる建設業の人材を育成する高等学校

奈良朱雀高等学校

奈良県立工業系高等学校紹介

科学技術の進展に即応できる
有為な産業人の育成を目指
し、昭和 37 年に開校しまし
た。平成 24 年度には創立
50 周年を迎え、記念式典や
記念講演会などを行いまし
た。

現在、機械工学科、電気工学科、情報電子工学科の３つの学科
からなり、時代を担うスペシャリストの育成を目指し、特色あ
る教育を展開しています。教室の授業だけでなく、最新の施設・
設備による実習、社会人講師による授業、熟練技術者による実
習の指導、資格や検定の取得の奨励など、様々な取り組みを行っ
ています。また、入学時より系統的なキャリア教育を実施し、
生徒の進路実現を目指しています。

工業高校ならではの「ものづくりの基礎」となる専門的な勉
強ができ、放課後も先生方が資格を取るための指導を熱心に
してくれます。部活動も盛んに行われ充実した高校生活を送っ
ています。　　　　　　　吉田圭吾さん（機械工学科２年生）

王寺工業高等学校

御所実業高等学校は、平
成19年４月に、御所工
業高等学校と御所東高等
学校の再編統合により、
機械科を機械工学科、土
木科を都市工学科、薬学
科を薬品科学科、電気科
を電気工学科に科名変更し、新たに環境緑地科を新設し、今年
度で再編統合より９年目を迎えました。

「「ものづくりは、ひとづくり・夢づくり」を学校の基本的なテ
一マとし、「確かな学力」「豊かな人間性」「たくましい心身」を
培い、【学ぶこと】、【働くこと】、【生きること】をものづくりを
通してその意義と喜びを追求する態度を育成する。」という教育
方針のもと、「チーム御所実」を合い言葉に、教師、生徒、そし
て地域が一体化した学校づくりを目指しています。

都市工学科ではバックホーに乗って掘削の実習や、レベルや
セオドライトという測量器具を使って学校周辺を測量します。
今年から私は土木関係の仕事に就くので、学校で学んだこと
を活かしていきたいと思います。

森村昂生さん（都市工学科３年生）

御所実業高等学校
吉野高等学校は、農業科
（森林科学科）と工業科（建
築工学科、土木工学科）
をもつ専門高校で、これ
まで「地域産業等に貢献
する人材養成を目指す専
門高校」として、教育内
容の質的充実と教育活動の活性化を図りながら、一貫して産業
教育の振興に取り組み、その成果を積み上げてきました。

「ものをつくる・育てる教育」を通して培ってきた「質」の強み
を一層充実・発展させ、より専門性の高い知識・技能の習得と
思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視した高校教
育を展開します。

吉野高校はアットホームで、先生方・生徒ともに生き生きと
していて過ごしやすい学校です。授業の課題研究では、「コン
クリートカヌー競技大会」に向けて力を合わせコンクリート
カヌーを製作し、大会で準優勝に輝いたことは大きな自信と
なりました。　　　　　山口太生さん　（土木工学科３年生）

吉野高等学校

－建設業界で働くきっかけ
実家が自営業で建設機械の整備をしているので、子供の頃から重機に触れられる環境で育ち、漠然とですが、将
来的には家業を継ぐんだろうなと思ってはいました。ただ仕事としての興味はなく高校は普通科に進学しました。
でもバイクに乗るようになって機械の面白さに目覚め、祖父や父の勧めもあって、今では建設機械のレンタル･修
理･販売をしている (株 ) ササイで働いています。

－仕事の内容や、やりがい、今目標としていること
主に油圧ショベルの修理をしています。サービス工場内での業務だけでなく、レンタルのお客様が仕事をされてい
る様々な現場へ出張修理をすることも多いです。トンネル工事では建設機械が２４時間フル稼働することから、頑
丈につくられた機械でも思いもよらない故障が日常茶飯事のように起こります。建設機械は大きい分、修理するこ
とで止まっていた機械が動くようになったときの達成感がとても大きいです。育ててもらっている先輩方にできる
だけ早く近づいて、技術面もコミュニケーション力も磨いて一人前のサービスマンになりたいと思っています。

－後輩へのメッセージ
体がきつい部分もありますが、達成感も大きいし体力や精神力も鍛えられます。お客様に直接喜んでもらえる仕
事なので面白いですよ。一緒に働きませんか？

－会社の上司より一言
成長の階段を昇ってくれているのが見ていて嬉しいです。早く一人前のサービスマンになれるようサポートして
いきますが、本人の “そうなりたい” 思いが一番大事なことです。これからも頑張ってください。
（奈良サービスセンター長　上田誠氏）

（株）ササイ
カスタマーサポート部
橘田堅也さん

平成27年、（株）ササイ入社。
油圧ショベルの整備担当。
建設機械各種運転資格取得。

－建設業界で働くきっかけ
幼少期から、自分の住む家を自分で建てたいという思いがありましたが、趣味だった音楽で大学へ進学しました。
でも、やっぱり建築をしたいと思い、修成建設専門学校建築学科に入学し直しました。不安だらけでしたが、先
生方が一から丁寧に教えてくれました。3時間みっちり行った製図の授業が一番印象に残っています。

－建設系専門学校から実際に業界に入ってみての感想
働いてみて一番困っているのが、聞いたことのある建築部材や道具、材料の名前と実物が一致しないことです。学校で
はたくさんのことを学びますが、現場で働いて身につくことの方が多いです。現場において女性だからといって困っ
たことはありません。男性ばかりの職場ですが、きついと思ったこともありません。みなさん優しく教えてくれます。

－仕事の内容や、やりがい、今目標としていること
今は、改装工事現場に足を運び、原寸を測って図面を作成し職人さんと打合せをして、図面を修正して完成させ
るということの繰り返しです。自分が作成した図面を基に職人さんが形にしてくれた時や、完成した家を見て施
主様が喜んでくれた時にやりがいを感じます。今後は一級建築士の資格を取得するとともに、たくさんの知識を
習得して、施主様に喜んでいただけるように精進していきます。

－後輩へのメッセージ
一生に一度の大きな買い物のお手伝いをさせていただけることは、本当に素敵なお仕事です。就職して仕事がで
きるようになるまでは、「ついていけない」、「しんどい」など思うことがあると思いますが、頑張って乗り越えて
ほしいです。女性だからこそできる仕事は、たくさんありますよ！

－会社の上司より一言
若い方の考えを聞いて、従来の良さを残しながら現代の良さを取り入れていきたいので、どんどん新しい提案を
してほしいです。（社長　坂田清史氏）

（株）坂田工務店設計部
長谷川洵さん

平成27年、修成建設専門
学校を卒業後、地元工務
店を経て、平成28年、坂
田工務店入社。施工図作
成を担当。二級建築士。

－建設業界で働くきっかけ
もともと業界志望ではなく、大学では生物の勉強をしていました。進路に迷っていた時、奈良県主催の合同就職
説明会で出会った藤原電気工業（株）の藤原会長に「うちに来たら」と言われ、社風が自分に合いそうだなと思
い入社しました。

－女性ということで、現場で困ることなどはありますか
女性だから困るというより、女性なのでむしろ体力面などに気を使ってもらい、みんな優しいです。現場でも、
トイレや更衣室で困ることもありません。ただ、現場事務所には長期にわたって少人数で入ることが多いので、
合わない人と組むとしんどいだろうと思います。

－仕事の内容や、やりがい、今目標としていること
現場事務所では、現場を見たり、現場に必要な図面のデータ化や書類作成などの作業をしています。冠水情報板
の設置工事では、必要な書類を作成し、地中埋設配管についてガス会社、水道会社と協議しました。自分の携わっ
た冠水情報板が設置された時は嬉しかったです。頑張って作成した書類が完成した時にはやりがいを感じます。
現場で頼られる、書類作成のエキスパートになることを目指しています。

－後輩へのメッセージ
やってみたらなんとかなるので、やりたいことが決まっていない人、迷っている人は業界に飛び込んでみたらい
いと思います！

－会社の上司より一言
会社も期待している社員です。できる男性と同じレベルになって、女性技術者の先駆者的存在になってほしいです。
（営業部長　黒木康博氏）

藤原電気工業(株)
電設部　

東田麻衣子さん

平成24年、藤原電気工業
（株）入社。現場管理のアシ
スタント。第二種電気工事
士。

県内でも、建設業で活躍する女性が増えています。建築、電気設備の分野で働く女性技術者からのメッセージです。
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平成28年10月29日（土）と30日（日）の２日間、県と建設業界が連携して、将来を担う子供達に建設業
に触れる機会を提供する「ワクワクけんせつ体験」を「奈良まほろば市」と同時開催し、のべ4,500名の方
に参加していただきました。
参加された皆さんの声を紹介します。

平成28年12月17日（土）、高校生・専門学校生・大学生等に将来の進路の参考となる機会を提供するため、
建設現場視察と建設体験のツアーを実施し、建設業への入職を視野に入れた高校生等21名の方に参加して
いただきました。
参加された皆さんの感想を紹介します。

・最新の機器を使って、一人で位置、距離、高さを測ることができるのがすごいと思った。
・自分で見た感じの高低差と機械で測定した高低差にたくさんの誤差があって、やっぱり測定は精密だと思った。
・測量するのにもっと時間がかかると思っていたけど、意外と速く測量できたことがすごいと思った。

「住んで良し」、「働いて良し」、「訪れて良し」  の奈良県をつくる建設業の人材育成のために
奈良県では、建設業界の人手不足を改善するため、建設業の魅力を伝える様々な取り組みを実施しています。

ワクワクけんせつ体験 一日インターン

主催：奈良県　
共催：（一社）奈良県建設業協会、（一社）奈良電業協会、
　　　（一社）奈良県空調衛生工業協会、（一財）関西電気保安協会
協力：関西鉄筋工業協同組合、奈良県電気工事工業組合、
　　　（株）ササイ、積水化学工業（株） 主催：奈良県　協力：国土交通省、（公社）奈良県測量設計業協会、（地独）奈良県立病院機構

【建設現場視察】

【建設体験】

金属に熱と圧力を加えて接合する
圧接作業はやったことがなくて、
貴重な体験だった。

地震にも耐える給配水管の
仕組みに感心した。

鉄筋と鉄筋を結びつける作業を、ひとつひとつ
手でやっていることに驚いた。
少し難しかったけど、鉄筋の組み立て作業が
とても楽しかった。

次も来たい。
来年も実施してください。

これからの学習に役に立つと思った。

新奈良県総合医療センター（建設中）

どうやってトンネルを造るのか疑問だった。
今日、その話を聞けてとてもすっきりした。

工事中のトンネルなんてこれから入ることが
できないと思うので貴重な体験になった。

奈良県営馬見丘陵公園にて、（公社）奈良県測量設計業協会による測量体験

高いところから
見る景色は最高！

医療センターなどでいつもは見られないものが
見られてよかったし、嬉しかった。

城廻り線工事の説明

京奈和自動車道大和御所道路（建設中）

いつも遠くで見るしかない
建設機械に乗ることができて
楽しかった。

電気の仕組みが
よく分かった。
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